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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両後部の床面を形成するリアフロアパネルであり、車幅方向に延びる前端部と、該前
端部の車幅方向の両端から車両後方に向かうにしたがって上方に傾斜した傾斜面とを有す
るリアフロアパネルと、
　前記リアフロアパネルの前端部に接合され車両の床面を形成するメインフロアパネルと
、
　前記リアフロアパネルおよびメインフロアパネルの側端に沿って配置され前後方向に延
びる一対のサイドメンバと、
　前記リアフロアパネルとメインフロアパネルとの境界の下で前記一対のサイドメンバの
上に差し渡され車幅方向に延びるクロスメンバとを備え、
　前記サイドメンバは、
　下面と、
　前記下面の車外側および車内側で上方にそれぞれ延びる外壁面および内壁面とを含み、
　前記クロスメンバは、
　前記サイドメンバの内壁面を横切って前記外壁面に固定される両端部と、
　前記メインフロアパネルに沿った水平部分と、
　前記リアフロアパネルの傾斜面に沿った傾斜部分とを含み、
　前記水平部分と傾斜部分との間に前記両端部まで延びる稜線が形成されていて、
　前記クロスメンバは、前記サイドメンバと交差する交差部分から下方に突出した凸部を
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有し、
　前記凸部は、前記サイドメンバの下面に接して固定される固定面を有することを特徴と
する車両後部構造。
【請求項２】
　車両後部の床面を形成するリアフロアパネルであり、車幅方向に延びる前端部と、該前
端部の車幅方向の両端から車両後方に向かうにしたがって上方に傾斜した傾斜面とを有す
るリアフロアパネルと、
　前記リアフロアパネルの前端部に接合され車両の床面を形成するメインフロアパネルと
、
　前記リアフロアパネルおよびメインフロアパネルの側端に沿って配置され前後方向に延
びる一対のサイドメンバと、
　前記リアフロアパネルとメインフロアパネルとの境界の下で前記一対のサイドメンバの
上に差し渡され車幅方向に延びるクロスメンバとを備え、
　前記サイドメンバは、
　下面と、
　前記下面の車外側および車内側で上方にそれぞれ延びる外壁面および内壁面とを含み、
　前記クロスメンバは、
　前記サイドメンバの内壁面を横切って前記外壁面に固定される両端部と、
　前記メインフロアパネルに沿った水平部分と、
　前記リアフロアパネルの傾斜面に沿った傾斜部分とを含み、
　前記水平部分と傾斜部分との間に前記両端部まで延びる稜線が形成されていて、
　前記クロスメンバは、前記サイドメンバと交差する交差部分から下方に突出した凸部を
有し、
　前記凸部は、前記サイドメンバの下面に接して固定される固定面と、該固定面から連続
し前記交差部分に向かって上方に傾斜する内側面とを有することを特徴とする車両後部構
造。
【請求項３】
　車両後部の床面を形成するリアフロアパネルであり、車幅方向に延びる前端部と、該前
端部の車幅方向の両端から車両後方に向かうにしたがって上方に傾斜した傾斜面とを有す
るリアフロアパネルと、
　前記リアフロアパネルの前端部に接合され車両の床面を形成するメインフロアパネルと
、
　前記リアフロアパネルおよびメインフロアパネルの側端に沿って配置され前後方向に延
びる一対のサイドメンバと、
　前記リアフロアパネルとメインフロアパネルとの境界の下で前記一対のサイドメンバの
上に差し渡され車幅方向に延びるクロスメンバとを備え、
　前記サイドメンバは、
　下面と、
　前記下面の車外側および車内側で上方にそれぞれ延びる外壁面および内壁面とを含み、
　前記クロスメンバは、
　前記サイドメンバの内壁面を横切って前記外壁面に固定される両端部と、
　前記メインフロアパネルに沿った水平部分と、
　前記リアフロアパネルの傾斜面に沿った傾斜部分とを含み、
　前記水平部分と傾斜部分との間に前記両端部まで延びる稜線が形成されていて、
　前記クロスメンバは、前記サイドメンバと交差する交差部分から下方に突出した凸部を
有し、
　前記凸部は、前記サイドメンバの下面に接して固定される固定面と、該固定面から連続
し該サイドメンバの内壁面に向かって上方に傾斜して該内壁面に接する内側面とを有する
ことを特徴とする車両後部構造。
【請求項４】
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　前記クロスメンバは、前記リアフロアパネルの前端部とともに車幅方向にわたる閉断面
を形成することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の車両後部構造。
【請求項５】
　前記サイドメンバは、前記内壁面から車内側に張り出したフランジを有し、
　前記クロスメンバは、前記稜線よりも車両前側で前記フランジおよび前記外壁面に固定
されていることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の車体後部構造。
【請求項６】
　前記凸部の固定面は、前記サイドメンバの車幅方向中央よりも車外側に位置する固定点
で該サイドメンバの下面に固定されていることを特徴とする請求項１から５のいずれか１
項に記載の車体後部構造。
【請求項７】
　前記クロスメンバは、前記交差部分の前記稜線よりも車両後側に形成され前記傾斜部分
に沿った段差部をさらに有し、
　前記段差部は、前記稜線よりも車両後側で、前記サイドメンバの前記フランジおよび前
記外壁面に固定されていることを特徴とする請求項５に記載の車体後部構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両の床面を形成するフロアパネルの側端に沿って配置され前後方向に延び
るサイドメンバを備える車両後部構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　車両後部構造では、一対のサイドメンバと、一対のサイドメンバの上に差し渡され車幅
方向に延びるクロスメンバとを備えたものが知られている。サイドメンバは、走行時など
にサスペンションからの荷重を受けて、断面が変形しあるいは振動が発生する場合がある
。このため、サイドメンバは、クロスメンバとの接続部分で断面の変形が生じ易い。
【０００３】
　特許文献１には、サイドメンバと、サイドメンバの前側に位置するロッカパネルとを結
合するクロスメンバを備え、クロスメンバの閉断面がロッカパネルの閉断面に連結する車
両後部構造が記載されている。クロスメンバの閉断面は、上閉断面と、下閉断面と、上閉
断面と下閉断面とを連結する連結閉断面とを含み、サイドメンバの閉断面が上閉断面に連
結されている。
【０００４】
　この車両後部構造では、クロスメンバの閉断面の断面積が下閉断面と連結閉断面とによ
って大きくなり、サイドメンバとロッカパネルとの結合部の剛性が維持されるとしている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－８２７７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載の技術は、サイドメンバの前側端部とロッカパネルの後側端部との間
にクロスメンバを配置することで、サイドメンバとロッカパネルとの結合部を補強してい
る。しかし、上記技術では、一対のサイドメンバの上にクロスメンバが車幅方向に差し渡
された車体後部構造において、クロスメンバを用いてサイドメンバの変形を抑制すること
は困難である。
【０００７】
　本発明は、このような課題に鑑み、車両後部の床面の両側に配置されたサイドメンバの
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変形を、サイドメンバの上に差し渡されたクロスメンバを用いて抑制できる車両後部構造
を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明にかかる車両後部構造の代表的な構成は、車両後部
の床面を形成するリアフロアパネルであり、車幅方向に延びる前端部と、前端部の車幅方
向の両端から車両後方に向かうにしたがって上方に傾斜した傾斜面とを有するリアフロア
パネルと、リアフロアパネルの前端部に接合され車両の床面を形成するメインフロアパネ
ルと、リアフロアパネルおよびメインフロアパネルの側端に沿って配置され前後方向に延
びる一対のサイドメンバと、リアフロアパネルとメインフロアパネルとの境界の下で一対
のサイドメンバの上に差し渡され車幅方向に延びるクロスメンバとを備え、サイドメンバ
は、下面と、下面の車外側および車内側で上方にそれぞれ延びる外壁面および内壁面とを
含み、クロスメンバは、サイドメンバの内壁面を横切って外壁面に固定される両端部と、
メインフロアパネルに沿った水平部分と、リアフロアパネルの傾斜面に沿った傾斜部分と
を含み、水平部分と傾斜部分との間に両端部まで延びる稜線が形成されていることを特徴
とする。
【０００９】
　ここで、サイドメンバは、走行時などにサスペンションからの荷重を受けて、断面が変
形しあるいは振動が発生する場合がある。上記構成によれば、クロスメンバは、その両端
部がサイドメンバの外壁面に固定され、さらに、リアフロアパネルとメインフロアパネル
との境界に沿って形成された稜線が両端部まで延びているため、折れ難くなる。したがっ
て、サイドメンバは、クロスメンバと交差した部分のねじれ剛性が向上し、断面が変形し
難くなり、振動も抑制できる。
【００１０】
　上記のクロスメンバは、リアフロアパネルの前端部とともに車幅方向にわたる閉断面を
形成するとよい。これにより、クロスメンバは、車幅方向にわたって剛性が高くなり、よ
り折れ難くなる。したがって、サイドメンバの振動や断面の変形をより抑制できる。
【００１１】
　上記のクロスメンバは、サイドメンバと交差する交差部分から下方に突出した凸部を有
し、凸部は、サイドメンバの下面に接して固定される固定面と、固定面から連続しサイド
メンバの内壁面に向かって上方に傾斜して内壁面に接する内側面とを有するとよい。これ
により、クロスメンバは、その凸部の固定面および内側面によって、サイドメンバの車幅
方向だけでなく上下方向の変形も防止できる。なお凸部の内側面は、サイドメンバの下面
と内壁面とで閉断面を形成し、いわば筋交いとして機能する。
【００１２】
　上記のサイドメンバは、内壁面から車内側に張り出したフランジを有し、クロスメンバ
は、稜線よりも車両前側でフランジおよび外壁面に固定されているとよい。これにより、
クロスメンバは、サイドメンバの内壁面のフランジ、下面および外壁面で固定され、サイ
ドメンバの変形をより抑制できる。
【００１３】
　上記の凸部の固定面は、サイドメンバの車幅方向中央よりも車外側に位置する固定点で
サイドメンバの下面に固定されているとよい。これにより、クロスメンバの凸部の内側面
は、サイドメンバの下面に対して緩やかな角度で傾いた状態で、サイドメンバの下面と内
壁面との間を補強する。よって、凸部は、サイドメンバからの荷重を受けても内側面が変
形の起点とならず、筋交いとしてより有効に機能し、サイドメンバの変形をより抑制でき
る。
【００１４】
　上記のクロスメンバは、交差部分の稜線よりも車両後側に形成され傾斜部分に沿った段
差部をさらに有し、段差部は、稜線よりも車両後側で、サイドメンバのフランジおよび外
壁面に固定されているとよい。これにより、クロスメンバは、稜線よりも車両後側に形成
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された段差部によって剛性が高くなり、さらに、稜線の車両前側だけでなく車両後側でも
サイドメンバのフランジおよび外壁面に固定されている。このようにクロスメンバは、稜
線の車両前後で剛性が向上するので、サイドメンバの変形をより抑制できる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、車両後部の床面の両側に配置されたサイドメンバの変形を、サイドメ
ンバの上に差し渡されたクロスメンバを用いて抑制できる車両後部構造を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施形態における車両後部構造を示す図である。
【図２】図１の車両後部構造の要部を拡大して示す図である。
【図３】図２の車両後部構造の一部を拡大して示す図である。
【図４】図２の車両後部構造のＡ矢視図である。
【図５】図１の車両後部構造が荷重を受けた状態を比較例とともに示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。か
かる実施形態に示す寸法、材料、その他具体的な数値などは、発明の理解を容易とするた
めの例示に過ぎず、特に断る場合を除き、本発明を限定するものではない。なお、本明細
書及び図面において、実質的に同一の機能、構成を有する要素については、同一の符号を
付することにより重複説明を省略し、また本発明に直接関係のない要素は図示を省略する
。
【００１８】
　図１は、本実施形態における車両後部構造を示す図である。図１（ａ）は、車両の後部
を車両前側から見た状態を示している。図１（ｂ）は、図１（ａ）の車両後部構造を車両
後側から見上げた状態を示している。以下各図に示す矢印Ｘ、Ｙは車両前側、車外側をそ
れぞれ示している。なお、以下では車両後部構造のうち車両の右側面付近での構造を説明
するが、左側面付近に位置する構造も同様の機能などを有している。
【００１９】
　車両後部構造１００は、例えば、リアフロアパネル１０２と、メインフロアパネル１０
４と、サイドメンバ１０６と、クロスメンバ１０８とを備える。リアフロアパネル１０２
は、リアフロアフロントパネル１１０と、リアフロアセンターパネル１１２と、リアフロ
アリアパネル１１４とを含み、車両後部の床面を形成している。
【００２０】
　リアフロアフロントパネル１１０は、車幅方向に延びる前端部１１０ａと、傾斜面１１
０ｂとを有する。傾斜面１１０ｂは、前端部１１０ａの車幅方向の両端から車両後方に向
かうにしたがって上方に傾斜していて、リアフロアセンターパネル１１２まで連続してい
る。リアフロアセンターパネル１１２は、車両後側で下方に傾斜したリアフロアリアパネ
ル１１４に接合している。メインフロアパネル１０４は、リアフロアパネル１０２の前端
部１１０ａに接合され車両の床面を形成する。
【００２１】
　サイドメンバ１０６は、リアフロアフロントパネル１１０の傾斜面１１０ｂおよびメイ
ンフロアパネル１０４の側端１０４ａに沿って配置され前後方向に延びている。クロスメ
ンバ１０８は、図１（ａ）に破線で示すように、リアフロアフロントパネル１１０とメイ
ンフロアパネル１０４との境界１１６の下に位置している。また、クロスメンバ１０８は
、図１（ｂ）に示すように、一対のサイドメンバ１０６の上に差し渡され車幅方向に延び
ている。
【００２２】
　なおサイドメンバ１０６の車外側には、図１（ａ）に示すように、メインフロアパネル
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１０４の側端１０４ａに沿って固定されたサイドシルインナーパネル１１８が配置されて
いる。また、サイドシルインナーパネル１１８の車両後側には、リアフロアコンパートメ
ント１２０が配置されている。
【００２３】
　図２は、図１の車両後部構造１００の要部を拡大して示す図である。図中では、上記リ
アフロアフロントパネル１１０とメインフロアパネル１０４とを省略して示している。サ
イドメンバ１０６は、図２に示すように、下面１２２と、下面１２２の車外側および車内
側で上方にそれぞれ延びる外壁面１２４ａおよび内壁面１２４ｂと、内壁面１２４ｂから
車内側に張り出したフランジ１２６とを含む。サイドメンバ１０６の下面１２２には、下
面１２２を補強するシッピングリンフォース１２８が設けられている。
【００２４】
　クロスメンバ１０８は、メインフロアパネル１０４に沿った水平部分１３０と、リアフ
ロアフロントパネル１１０の傾斜面１１０ｂに沿った傾斜部分１３２と、端部１３４とを
含む。クロスメンバ１０８の端部１３４は、サイドメンバ１０６の内壁面１２４ｂを横切
って外壁面１２４ａに固定されている。ここで、サイドメンバ１０６には、図示のように
、クロスメンバ１０８が差し渡される位置の近くにトーションビーム取付部１３５が設置
されている。このため、サイドメンバ１０６とクロスメンバ１０８とが交差する部分は、
荷重を受け易く、またサイドメンバ１０６の断面が変形する可能性がある。
【００２５】
　クロスメンバ１０８は、水平部分１３０と傾斜部分１３２との間に形成された稜線１３
６を有する。稜線１３６は、クロスメンバ１０８の端部１３４まで延びている。なお稜線
１３６は、リアフロアフロントパネル１１０とメインフロアパネル１０４との上記境界１
１６に沿って形成されている。
【００２６】
　図３は、図２の車両後部構造１００の一部を拡大して示す図である。図３（ａ）は、ク
ロスメンバ１０８がサイドメンバ１０６と交差する交差部分１３８を拡大して示している
。図３（ｂ）は、図３（ａ）の交差部分１３８を車両前側から見た状態を示している。
【００２７】
　クロスメンバ１０８は、図３（ａ）に示すように、サイドメンバ１０６と交差する交差
部分１３８から下方に突出した凸部１４０を有する。凸部１４０は、固定面１４２と内側
面１４４とを有する。固定面１４２は、サイドメンバ１０６の下面１２２に接し固定点１
４６ａで固定される。また、この固定点１４６ａは、サイドメンバ１０６の車幅方向中央
よりも車外側に位置している。凸部１４０の内側面１４４は、固定面１４２から連続しサ
イドメンバ１０６の内壁面１２４ｂに向かって上方に傾斜して内壁面１２４ｂの上端部に
接する。
【００２８】
　また、クロスメンバ１０８は、図３（ａ）に示すように、交差部分１３８の稜線１３６
よりも車両前側でサイドメンバ１０６のフランジ１２６に固定点１４６ｂで固定され、外
壁面１２４ａに固定点１４６ｃで固定されている。クロスメンバ１０８は、稜線１３６よ
りも車両後側に、傾斜部分１３２に沿って形成された段差部１４８をさらに有する。この
段差部１４８は、稜線１３６よりも車両後側で、サイドメンバ１０６のフランジ１２６に
固定点１４６ｄ、１４６ｅで固定され、外壁面１２４ａに固定点１４６ｆで固定されてい
る。
【００２９】
　図３（ｂ）に示すように、クロスメンバ１０８の凸部１４０の内側面１４４は、サイド
メンバ１０６の下面１２２に対して緩やかな角度で傾いた状態で、サイドメンバ１０６の
下面１２２と内壁面１２４ｂの上端部との間を繋いでいる。さらに、凸部１４０の内側面
１４４は、サイドメンバ１０６の下面１２２と内壁面１２４ｂとで閉断面１５０を形成し
ている。
【００３０】
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　図４は、図２の車両後部構造１００のＡ矢視図である。なお図中では、サイドメンバ１
０６を一部透視した状態で示し、さらにリアフロアフロントパネル１１０およびメインフ
ロアパネル１０４を示している。クロスメンバ１０８は、図示のように、リアフロアパネ
ル１０２の前端部１１０ａとともに車幅方向にわたる閉断面１５２を形成している。
【００３１】
　図５は、図１の車両後部構造１００が荷重を受けた状態を比較例とともに示す図である
。図５（ａ）は、本実施形態における車両後部構造１００を上方から見た状態を示してい
る。図５（ｂ）は、比較例の車両後部構造２００を示している。図中に示す矢印Ｂは、サ
イドメンバ１０６が受けた車内側への荷重を示している。
【００３２】
　比較例の車両後部構造２００は、図５（ｂ）に示すようにクロスメンバ２０２の稜線２
０４が湾曲しさらにサイドメンバ１０６の外壁面１２４ａに至る途中で途切れている。こ
のため、クロスメンバ２０２は、例えば稜線２０４が湾曲した箇所２０６などで折れ曲が
ってしまう。その結果、車両後部構造２００では、サイドメンバ１０６が矢印Ｂに示す荷
重を受けると、サイドメンバ１０６の下面１２２が矢印Ｃに示すように変形し、クロスメ
ンバ２０２が補強材として機能し難くなる。
【００３３】
　これに対して、本実施形態における車両後部構造１００では、図５（ａ）に示すように
、クロスメンバ１０８は、その端部１３４がサイドメンバ１０６の外壁面１２４ａに固定
され、さらに上記稜線１３６が端部１３４まで延びている。このため、クロスメンバ１０
８は、折れ難くなり、バルクヘッドすなわち補強部材として機能する。したがって、サイ
ドメンバ１０６のうち、クロスメンバ１０８との交差部分１３８のねじれ剛性が向上し、
断面が変形し難くなり、振動も抑制できる。
【００３４】
　また、クロスメンバ１０８は、上記したように、稜線１３６よりも車両前側で固定点１
４６ａ、１４６ｂ、１４６ｃにより、サイドメンバ１０６の下面１２２、内壁面１２４ｂ
のフランジ１２６および外壁面１２４ａで固定されるので、サイドメンバ１０６の変形を
より抑制できる。
【００３５】
　クロスメンバ１０８は、その凸部１４０の固定面１４２および内側面１４４によって、
サイドメンバ１０６の車幅方向だけでなく上下方向の変形も防止できる。さらに、凸部１
４０の内側面１４４は、サイドメンバ１０６の下面１２２と内壁面１２４ｂとで閉断面１
５０を形成しているので、いわば筋交いとして機能する。
【００３６】
　凸部１４０の内側面１４４は、上記したように、サイドメンバ１０６の下面１２２に対
して緩やかな角度で傾いた状態で、サイドメンバ１０６の下面１２２と内壁面１２４ｂと
の間を補強している。これにより、凸部１４０は、サイドメンバ１０６からの荷重を受け
ても内側面１４４が変形の起点とならず、筋交いとしてより有効に機能し、サイドメンバ
１０６の変形をより抑制できる。
【００３７】
　クロスメンバ１０８は、稜線１３６よりも車両後側に形成された段差部１４８によって
剛性が高くなり、さらに、稜線１３６の車両前側だけでなく車両後側でも固定点１４６ｄ
、１４６ｅ、１４６ｆによりフランジ１２６および外壁面１２４ａに固定されている。よ
って、クロスメンバ１０８は、稜線１３６の車両前後で剛性が向上するので、サイドメン
バ１０６の変形をより抑制できる。
【００３８】
　さらにクロスメンバ１０８は、リアフロアパネル１０２の前端部１１０ａとともに上記
閉断面１５２を形成しているので、車幅方向にわたって剛性が高くなり、より折れ難くな
る。したがって、サイドメンバ１０６の振動や断面の変形をより抑制できる。
【００３９】
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　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【００４０】
　本発明は、車両の床面を形成するフロアパネルの側端に沿って配置され前後方向に延び
るサイドメンバを備える車両後部構造に利用することができる。
【符号の説明】
【００４１】
１００…車両後部構造、１０２…リアフロアパネル、１０４…メインフロアパネル、１０
６…サイドメンバ、１０８…クロスメンバ、１１０…リアフロアフロントパネル、１１０
ａ…前端部、１１０ｂ…傾斜面、１１６…境界、１１８…サイドシルインナーパネル、１
２０…リアフロアコンパートメント、１２２…下面、１２４ａ…外壁面、１２４ｂ…内壁
面、１２６…フランジ、１２８…シッピングリンフォース、１３０…水平部分、１３２…
傾斜部分、１３４…端部、１３６…稜線、１３８…交差部分、１４０…凸部、１４２…固
定面、１４４…内側面、１４６ａ～１４６ｆ…固定点、１４８…段差部、１５０、１５２
…閉断面

【図１】 【図２】
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【図５】
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